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研究成果の概要（和文）：ADHDやASDなど発達障害児・親に対して、心理社会的治療であるペアレントトレーニング（P
T)やソーシャルスキルトレーニング（SST)、さらに感覚統合療法（SI)など専門療法の効果判定をするために、子ども
のQOL尺度、自己効力感尺度を開発した。SSTについては、事象関連電位で衝動制御の目安であるMMNが改善することを
示した。
さらに、これらの専門療法を地域の支援者が一定以上の水準で実施できるように、対面とインターネットを用いた研修
システム・教材を開発し、公開した。また、PTについては指導者養成のための全国組織の基盤を構築した。

研究成果の概要（英文）：We developed a QOL standard and self-efficacy standard to make effect measurement 
of the specialty therapy,for children with developmental disorder(ADHD,ASD) and their parent, like parent 
training (PT),social skills training (SST) and integration therapy(SI) that were psychosocial treatment. 
About the SST,we showed that MMN which was the aim of the impulse control was improved with 
phenomenon-related electric potential.
Furthermore, we developed a meeting and a training system, the teaching materials using the Internet so 
that a local supporter carried out these specialtial therapy at a standard above a certain level and 
showed it. In addition, we built the base of organizations for the leader training of the whole country 
about PT.

研究分野：児童精神医学

キーワード： ICT教材　ペアレントトレーニング　SST　感覚統合療法　発達障害　脳生理学検査
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１． 研究開始当初の背景 

ADHD など発達障害への包括的治療の重要

性については、臨床現場にて 2000 年頃から

注目され、実践されてきており、本邦におい

ても厚生労働省研究班による「ADHD の診断と

治療のガイドライン」（研究代表者も参加）

において、心理社会的治療としてペアレント

トレーニング（PT）やソーシャルスキルトレ

ーニング（SST）などの専門プログラムが推

奨されている。そして、発達障害者支援法

（2005）の施行や特別支援教育（2007）の開

始に伴い、早期からの発達障害支援のニーズ

が一層高まる中で、地域における支援の課題

がみられてきている。すなわち、ニーズの多

様性と増加に応じることのできる専門性を

持った地域の支援者養成が追いついておら

ず、一部の病院や大学研究センターなどで行

われる専門プログラム（PT、SST、感覚統合

（SI）など）をうけることを希望しても、長

期にわたる待機期間が生じている。また、保

護者側の要請を受けて、試行錯誤のなかで PT

や SST、さらに SI 的なかかわりを行いだして

いる保健、医療、福祉、さらに教育機関が増

加しており、一定以上の水準を持つ支援者養

成および専門プログラムの簡略化による適

正な運用が喫緊の課題となっている。 

本研究代表者は、これまで「AD/HD 児への

統合的心理社会的治療の開発に関する研究

―ペアレントトレーニングとソーシャルス

キルトレーニングの日常場面での展開」

（2005～2007、基盤 C）、「幼児期と思春期に

焦点を当てた AD/HD への統合的心理社会的治

療に関する研究」（2008～2010、基盤 C）によ

り、PT や SST の日常生活場面と年齢に応じた

プログラムの開発と実践、普及に向けた出版

物の作成、さらにそのようなプログラムを行

える支援者の養成を継続的に行うとともに、

その有用性についても一定の成果をみるこ

とができた。 

さらに、発達障害を取り巻く背景として以

下の三点が特筆される。一つ目は、脳科学の

発展により、発達障害の脳生理学特性が明ら

かになってきており、それに応じた治療方法

の発展が期待されてきていること。二つ目は、

障害概念の変化に伴い、診断名にとらわれず

に、生活の質（QOL）や本人の社会性(ソー

シャルスキル)、さらにセルフエスティームに

注目した支援が重要となってきているが、ま

だ国内には標準化されたそれらの子ども用

の尺度が乏しいこと。そして、三つ目は、地

域における発達障害支援の実践において、生

活基盤に応じた支援、すなわち専門的なプロ

グラムを地元の機関で受けられる体制作り

が必要となってきていることである。 

 

２．研究の目的 

(1) WEB 上で、発達障害児への専門プログラ

ムである PT を研修できる支援者対象の ICT

教材を開発し、それを受講した支援者が対象

児の親にプログラムを実践できるようにす

る。ICT 教材については、利用者（支援者）

の達成感を高めていけるように自己評価と

フィードバックを行えるようにする。 

(2)対象児のニーズの把握と介入効果の判定

のために、セルフエスティーム、そして QOL

という生活の視点からの尺度を開発し、適用

する。 

(3) 心理社会的治療の有効性について、脳生

理学評価も併用して検討する。 

 

３．研究の方法 

(1) 全国の PT 研究者・実践者のネットワー

クを構築し、PT 基本プラットホームを開発す

るとともに、支援者養成研修に用いることの

できる ICT 教材を開発する。 

(2) 国際的 QOL 尺度である KIDSCREEN の日本

語版を開発（奈良医大が主研究機関）ならび

にセルフ絵スティーム尺度を開発し、心理社

会的治療の効果判定に活用できるようにす

る。 

(3) PT、SST、SI について、脳生理学評価も



 

 

併用して、効果判定を行う。 

 
４．研究成果 
（1）PT の効果研究 
 これまで PT に参加した 112 名（男児 99、
女児 13）について、PT 事前・事後・1年後の
行動面などの変化を検討した。診断は、ADHD  
69,ASD(Asperger 含む)34, ADHD+ASD 3, その
他６．うち、IQ>70 が 108,IQ 60～70 が 4 で
あった。 

結果は、上記表の通り、ADHD-RS による不注
意、多動が家庭にて改善、多動が学校にて改
善していた。自己効力感については事前と事
後、事前とフォロー時での改善がみられた。
家庭における様々な場面での指示の通りに
くさ（HSQ）も改善し、フォロー時にも維持
されていた。 
また、参加した親の養育の自信については、
多くの項目で改善し、フォロー時にも維持さ
れていた。その内容は、「子どもの障害をう
けいれる」「行動に対して適切な対応をする」
「1日 1回以上本人をほめる」「本人のことで
学校と連携する」などである。以上から、PT
は子どもの行動改善だけでなく、自尊感情の
改善、親の養育の自信の向上に有効であり、
その効果は 1年後も維持されていた。 
 
（2）SST の効果研究 
これまでSSTに参加した98名（男児94名、

女児 4名。診断は ADHD66、ASD32）に対して、
事前・事後・半年後の標的スキルや自己効力
感などの変化を分析した。スキルについては、
友だちをほめる、ルールを守る、協力し合う、
葛藤解決、主張などから構成されたスキル尺
度を SSTでとりあげた標的スキルを評価した。 
その結果、自己効力感やスキル尺度の改善

は確認されなかったが、表の通り、標的スキ
ル全体では、学校でも家庭でも改善していた。
個々のスキルについては、子ども自身は誘う、
尋ねる、断るで改善、親から見るとさらに怒 

 

 

りのコン
トロール
など多く
のスキル
で改善が
見られた
が、学校
での改善
は十分に
はみられ
なかった。

行動面（ADHD-RS）では、家庭において多動、
不注意の改善が見られ、半年後も維持されて
いた。また、注目すべきは、図にあるように、
SST[スタッフによる学校訪問の有無で行動
評価（家庭）を比較したさい、学校訪問あり
のほうが改善と維持がめだつことが示され
た。 
 
（3）SST 前後の事象関連電位の変化 

SSTに参加したADHDの男児15名について、
SST 参加前（1週間以内）と参加後（1週間以
内）に事象関連電位（ERP）を測定した。な
お、対象児は知的障害がなく、SST 期間中に
内服薬の変更はなされていない。誘発電位測
定指針に従い，聴覚性刺激による oddball 課
題を用いて P300 と MMN を測定した。 
結果は、p-300 においては有意な変化は認

められなかったが、衝動制御の指標とされる
MMNがC4領域にて振幅が有意に改善していた
（図）。この結果は、怒りのコントロールを
はじめ、衝動コントロールを意識し、宿題な
どで家庭や学校で実践する機会が多い SSTの
効果の可能性があり、興味深く、今後コント
ロール群やフォローアップなどデータの蓄



 

 

積が望まれる。 
 

 
（4）SI の効果研究 

 3 名の読
字障害児に
対して、感
覚統合療法
を 1 クール
（12 回）実
施し、読み
の改善につ
いて評価尺
度やアイト
ラッカーで
分析した。 
その結果、

感覚統合機能（JPAN）の改善が SI 前後と半
年後にみられるとともに、アイトラッカーに
て非効率な眼球運動の軽減も認められた。 
 
（5）QOL 尺度研究 
ヨーロッパで活用されている子どもの QOL

尺度 KIDSCREEN の日本語版（52,27,10）の信
頼性と妥当性を確認し、臨床研究で用いるこ
とができるようにした。（奈良医大が主たる
研究機関） 
心理社会的治療は QOLに焦点を当てること

が治療の方向性として重要であり、SST や PT
参加児の QOL の事前事後のデータを蓄積中で
ある。事例として、PT によって子どもの主観
的 QOL が改善するとともに、事前にみられた
親子の評価のかい離が軽減するケースも複
数みられたりしており、今後の活用が期待さ
れる。 
 
（6）PT 指導者養成教材開発（ICT 活用） 

2015 年の 2 日間 PT 養成講座をダイジェス
ト化し、フリップのついた動画とテキストに
よって構成される ICT 教材を作成した。ICT
を生かして、双方向性の掲示板を活用したり、
自己評価を即時にレーザーチャートでみら
れるようにしたり、自己学習できるシステム
を持った ICT 教材となっている。（下記の WEB
で公開） 

 

（7）PT 基本プラットホーム開発と全国組織
構築 

ICT 教材の活用と対面での研修会を全国ス
タンダードなもので行っていくために、「PT
基本プラットホーム」を開発した。全国の主
だった PT 研究者・実践者で会合を行い、2015
年 9 月 13 日に東京立正大学にて全国大会を
開催し、全国的な研修システムの基礎を構築
した。 
 
（8）その他 
①自己効力感尺度 
 素案は完成し、PT 基本プラットホームの
WEB 併用研修にてデータを蓄積していく予定
である。 
②自動ソーシャルスキルシステム 
 田中連携協力者が奈良先端大学院で開発
した自動 SST システムに音声分析とアイトラ
ッキング、さらに即時フィードバックシステ
ムが構築されており、そちらへの共同研究と
して臨床化に貢献した。 
③SI 介入研究 
 待機群をコントロール群とした研究デザ
インを統制した介入研究を行い、データの分
析中である。 
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